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論
概
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・
・
・
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目
・
・
・
法
曲
学
博
士

論

海
運
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の
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賃
誌
園
家
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策

水
戸
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平
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の
運
用
・
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陪

問
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調
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の
重
要
・
E
-
-
-
-
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抱
岨

E
-
法

事

士
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柄
済
問
中
博
士

法
間
半
博
士

事犯

英
聞
の
自
作
農
制
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事
業
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・
・
-
-
-
法
問
中
山
博
士

調
遜
レ
ン
テ
ン
銀
行
に
就
て
・
・
・
・
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法
見
守
士

雄

椎

錦

峨

固
民
経
清
之
世
界
経
済
・
-
-
-
-
法
皐
博
士

離
婚
に
就
て
・
・
・
・
・
・
・
・
経
滞
皐
士

労
農
露
国
に
於
げ
る
幣
制
改
革
問
題
-
・
・
経
済
皐
士

米
国
庄
太
郎

財

部

静
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本
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水

戸

藩

常

平

倉

の

運

用

(
水
戸
藩
官
卒
倉
の
研
究
、
本
論
の
四
・
完
)

本

庄

柴

治

耳目

常
平
倉
の
目
的
が
米
償
責
h
c
Z
き
に
蜘
雅
弘
リ
、
臨
摘
き
時
仁
一
雑
れ
、
以

τ穀
債
の
常
通
・
を
期
L
、
併
せ
て
貯
殺
に
依

t
不
虞
の
用
に
膝
ゃ
ん
ざ
す
る
も
の
な
る
こ
ご
は
、
阪
に
述
べ

L
所
の
如
〈
で
ゐ
る
。
然
し
之
を
十
分
に
行
ふ
が

震
め
に
は
、
貯
穀
の
成
る
べ
〈
多
量
に
存
す
る
孟
ご
が
必
要
で
あ
。
、
ま
た
時
機
を
見
て
、
設
は
籾
を
貿
入
れ
或

事
柄
に
つ
い
て
逃
ぺ
て
見
た
い

rz恩
ム
。

は
貢
出
す
の
外
、
貯
籾
の
新
沓
交
換
ご
い
ふ
こ
ご
も
嘗
然
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
柄
で
わ
る
。
以
下
此
等
の

E芋

穀

'" Fヨ3

既
に
逃
べ
し
如
〈
常
卒
倉
の
前
身
花
る
手
元
貯
穀
の
制
度
が
出
来
上
っ
た
ご
吉
、
的
も
天
保
二
年
七
月
に
は
、

金
堂
寓
雨
を
幕
府
に
預
け
、
年
九
分
の
利
を
仰
い
で
英
資
金
正

L
、
真
に
十
一
月
に
は
政
府
経
費
の
一
部
ご
手
一
苅

の
費
用
ご
を
節
L
て
爾
後
三
年
間
、
毎
歳
米
千
二
百
俵
を
貯
ふ
る
こ
Z

Z
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
が
天
保
十

論

議

第
十
九
巻

七
五
)

(
第
二
親

ホ
声
帯
常
平
宜
D
運
用

一一一

水戸藩史料別記下、 431-2頁。1) 



論

叢

水
戸
藩
常
平
倉
白
運
用

一
年
に
幣
平
倉
ご
改
稀
き
る
る
迄
に
、
年
々
幾
何
の
出
入
が
ゐ
っ
た
か
明
白
で
は
な
い
。
た
uv

「
御
疲
御
貯
穀
上

之
は
多

第
十
九
谷

(
第
三
抗

七
六
)

四

童
胃
」
に
は
『
天
保
二
年
の
蓬
に
よ
り
別
段
貯
の
1
7
」
ご
し
て
、
懐
物
以
外
の
貯
殺
の
教
が
掲
げ
て
あ
る
が
、

品
川
御
手
元
貯
穀
の
数
で
あ
る
ま
い
か
古
考
へ
ら
れ
る
。
却
も
衣
の
如
〈
で
あ
る
。

年

号車

入

天

保

四

マ

E 

籾
一

oλ
五
ニ
俵

組
一
七
三
二
一
俵

外

に

=

ニ

俵

楓
一
七
一
四
四
俵

F、;fL 

出

残

? 

組

大
ニ
七
一
依

六
ニ
士
一
依

三
四
四
三
俵

外

に

一

高

俊

一
三
四
四
三
依

四
五

λ
-
俵

一士
Q
}
依

一七

O
一依

外
に
籾
コ
二
凹
九
俵
金
(
初
穂
分
)
ら
1

米
ニ
ニ
三
俵
全
{
同
)

J

d

t

而
し
て
天
保
十
一
年
十
月

ω調
査
に
よ
る
正
、
宮
崎
手
元
貯
穀
は
一
万

O
入
百
六
十
入
俵
を
残
存
し
て
を
り
、
之

が
常
卒
倉
己
し
て
引
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
天
保
十
二
年
以
後
の
出
入
に
つ
い
て
は
、
「
幣
卒
倉
」
「
常
卒
倉
御
員

数
上
書
留
」
「
員
数
調
」
「
常
卒
倉
始
末
」
等
に
よ
っ
て
大
穂
貯
穀
の
酔
軌
を
知
る
こ
E
が
出
来
る
o

尤
、
多
少
合
員
も

貯
へ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
米
籾
の
貯
蓄
高
は
次
の
如
〈
で
あ
る
。
(
す
べ
て
依
脂
、

年

次

入

天
保
十
一
一

来?慨地獄

五
二
八
四
一
一

一
四
三
大

凡
一
六
二
三

九
五
五
一

十

一
俵
以
下
回
録
監
は
省
〈
)

出

残

ー

に

換

算

じ
た
る
残
額

六
三
五

一
九
ニ
四
O

五
四

O
大

五
二

λ
四
ニ

λ
o
一

五
四
五
ニ

O

ハ
二
三
八
三

四
-
四
五

七一
O
六七

向上、 437頁。2) 
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五
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ニ
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四
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五
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四
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コ
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ハ
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「
水
戸
務
史
料
」
に
明
記
さ
れ
て
居
る
所
で
は
、
天
保
十
三
年
十
二
月
二
十
日
に
は
嘗
時
償
卒
倉
の
貯
穀
が
幾
ん

ど
九
高
俵
に
苧
し
た
る
た
め
(
ト
建
)
戒
奉
行
に
書
及
び
物
を
賜
ふ
て
土
葬
を
賞
せ
ら
れ
し
も

ω
で
あ
る
が

H

弘

化
以
後
に
至
っ
て
、
烈
会
致
仕
幽
界
の
身
芭
な

h
、
常
卒
事
業
も
従
前
の
如
〈
に
は
進
行
せ
す
、
疲
奉
行
の
真
迭

も
頼
繁
で
あ
っ
て
、
新
任
者
中
に
は
常
平
倉
設
立
の
本
旨
を
解
せ
争
、
米
穀
の
出
納
運
用
及
び
諸
帳
簿
の
如
き
も

往
生
事
宜
に
遮
せ
噴
き
る
も
の
め
h
、
且
三
支
藩
若
〈
は
江
戸
執
政
よ

b
財
政
の
窮
乏
ん
名
さ
し
て
常
一
中
米
を
流
用

せ
ん
こ
子
伊
』
乞
ふ
有
様
で
あ
っ

τ、
弘
化
以
後
に
は
常
卒
貯
穀
も
税
I
立
(
量
を
減
じ
、
真
に
軍
糠
に
之
を
流
用
す

る
こ
己
、
な
り
、
か
く
て
安
政
の
末
よ
り
慶
応
年
間
に
一
旦
つ
て
は
、
図
事
多
難
、
財
政
の
窮
迫
よ
h
J
し
て
多
少
常

一
中
倉
米
を
消
費
し
た
け
れ
ど
も
、
感
務
置
騒
の
際
に
は
山
川
敷
高
俵
を
残
留
し
て
居
っ
た
ご
い
u

ふ
こ
主
で
あ
る
。

今
之
を
前
一
市
の
貯
毅
高
吉
原
し
合
せ
て
考
ふ
る
に
、
成
る
程
天
保
の
初
年
か
色
、
年
々
貯
蓄
さ
れ
た
籾
米
高
は

天
保
の
十
三
十
四
年
頃
に
至
っ

τ次
第
に
増
加
し
て
居
る
。
然
し
弘
化
嘉
永
年
聞
に
於
て
も
其
貯
穀
高
は
大
館
七

入
高
俵
牽
を
維
持
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
多
少
「
水
戸
藩
史
料
」
に
通
ぶ
る
所
ご
合
せ
ぎ
る
如
〈
で
あ
る
が
、
嘉
永

の
末
年
か
ら
安
政
年
間
へ
か
り
て
は
、

失
第
に
下
'
り
坂
ご
な
り
、
安
政
の
末
年
以
後
、
貯
穀
高
が
特
に
減
少
せ
る

こ
Z
は
肪
か
で
あ
り
、
大
館
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
勿
論
「
水
戸
器
具
料
」
の
記
事
を
認
h
u

る
こ
ご
が
出
来
ゃ
う
ご

思
ふ
。

論

(
第
三
腕

一
}
ニ
七

叢

水
戸
落
常
平
倉
田
運
用

第
十
九
巻

七
九
)

別白下、 445頁。親書拘築普三Oにも同様のこと見 ~o 但、景山書鹿の篤常平
倉田部にはこ札を天保十一年二月ニ十日白こと， Lて居る。

別記下、 445四 448頁。
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論

議

本
田
藩
常
平
倉
白
運
用

第
十
九
巻

λ
0
)
 

F、

(
第
二
統

常
卒
倉
は
年
の
嬰
凶
や
穀
慣
に
よ
っ
て
穀
物
を
雑
雑

f
る
も
の
で
あ
る
が
・
責
穀
の
結
呆
ご
し
て
、
穀
物
の
外

に
金
員
を
貯
へ
て
居
た
場
令
も
あ
る
o

然
し
常
学
倉
本
来
の
目
的
か
ら
い
へ
ば
、
金
員
を
貯
ふ
る
は
其
本
旨
で
は

な
い
O

F

そ
れ
で
機
曾
あ
ら
ば
こ
れ
を
穀
物
に
替
へ
る
こ
ご
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
天
保
十
三
年
二
月

に
戒
奉
行
か
ら
提
出
し
た
出
納
精
算
書
の
中
に
、
捌
米
の
代
金
三
耳
八
十
四
両
二
分
一
米
、
銀
三
巨
大
十
七
文
の

一
項
が
あ
る
の
に
劃
L
て
誌
は
「
乍
勿
論
右
金
は
又
籾
相
場
に
よ
り
買
入
に
可
致
金
也
』
ご
朱
批
せ
る
こ
Z
ゃ
、
弘

化
四
年
六
月
に
寂
奉
行
新
任
者
に
封
し
常
卒
設
立
の
本
音
を
識
示
し
た
手
書
の
中
に

『
嘗
年
も
見
角
不
問
之
気
候
に
侠
庖
(
中
時
)
担
は
我
等
代
色
々
骨
折
常
平
倉
貯
の
俄
も
十
高
涯
〈
出
車
申
侠
慮
、
未
十
寓
に
は
重
り
不
申
植
哉
久

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、

し
〈
申
聞
も
知
之
舵
故
承
リ
申
候
。
有
常
平
口
金
子
此
仰
は
不
残
穀
に
相
此
居
り
候
哉
、
少
々
た
り
共
金
子
有
之
候
は
Y
A
g
D
内
買
入
怪
候
方
可
然

(
下
略
)
=

ご
い
ひ
、
嘉
永
五
年
六
月
に
米
穀
の
出
納
諸
帳
簿
の
整
理
に
つ
い
て
下
せ
し
手
書
の
中
に
も

辺
市
平
並
傑
物
調
書
描
出
申
問
。
件
み
逐
一
承
知
之
所
、
幌
宋
へ
減
過
を
μ
口
候
倍
、
知
ツ
調
之
泊
-
而
土
る

L
〈
備
へ
共
、
以
車
は
昨
年
中
申
聞
伎

、
、
.

遇
、
金
穀
共
や
は
り
正
物
に
而
減
泡

E
付
可
申
候
。
金
を
般
に
出
し
不
申
仮
而
は
減
抱
一
も
見
積
栄
伐
と
の
事
、
尤
に
は
候
へ
典
、
貯
殺
は
元
よ
り
正

、
、
、
.
、
.
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、

穀
由
遁
侠
を
専
要
ξ
致
候
事
故
、
金
に
い
た
し
世
鴨
へ
山
崎
会
話
相
一
之
、
況
推
量
の
相
場
を
以
、
穀
に
直
し
候
而
仕
有
名
無
費
四
番
に
候
問
、
兎
角
有

物
に
刊
減
過
を
見
幌
方
第
一
心
得
に
も
相
成
、
貯
般
の
調
に
は
官
品
怖
の
筋
と
存
候
』
一
耳
々

ま
た
安
政
二
年
一
月
戒
奉
行
に
申
諭
せ
し
手
書
に
も

『
倫
又
比
は
は
凶
作
の
程
も
離
計
被
存
幌
、
訓
才
は
宥
之
問
薮
幌
(
呉
、
只
今
田
中
よ
り
ゆ
が
け
、
遜
金
も
有
之
候
は
ピ
穀
稗
争
相
成
丈
ケ
買
入
置

8
 

度
事
に
候
』
云
々

別Z目下、 440頁。
閥、 447頁。
問、 454頁。
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ze申
る
に
よ
っ
て
も
金
員
は
成
る
ぺ
〈
穀
物
に
替
へ
む
ご
す
る
趣
意
を
見
る
こ
ぜ
が
出
来
る
。
尤
金
員
を
穀
物
に

か
へ
る
に
し

τも
、
相
蛍
時
機
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
か
ら
、
好
機
あ
る
場
合
に
は
そ
の
機
曾
を

逸
せ
A
Y
毅
eT
買
入
れ
し
な
る
こ
ご
に
努
め
た
も
の
で
あ
ら
う
。

か
〈
の
如
〈
常
卒
倉
は
貯
殺
を
第
一
ご
す
る
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
が
、
指
押
し
(
貯
穀
古
い
ふ
も
.
米
Z
籾
t
は

何
れ
を
中
心
E
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
前
示
の
貯
穀
高
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
如
〈
、
籾
が
主
で
あ
っ
て
米

は
従
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
貯
蓄
保
存
の
上
か
ら
見
t
営
然
の
-
』
ご
で
あ
る
o

天
保
十
三
年
二
月
提
出
の
出

納
精
算
書
仁
詩
し
て
も
『
米
の
分
以
迫
年
籾
に
く

h
か
へ
候
仕
法
も
可
有
之
哉
、
右
の
外
乍
少
分
市
首
も
有
之
候
帥
慨

に
莞
申
候
庭
、
是
以
有
之
候
は
uv
籾
に
か
へ
度
事
な
b
c』
ご
あ

h
、
嘉
、
水
五
年
六
尽
蔵
奉
行
に
奥
へ
た
る
手
書
中

-
-
み
晶
、

t
t
 

『
戊
暮
よ
り
去
夏
迄
籾
一
一
高
千
億
扶
持
に
相
渡

L
米
に
而
引
車
候
は
如
何
回
故
振
に
帳
哉
、
是
迄
も
-
一
一
ヶ
月
分
白
〈
り
か
へ
は
相
見
僻
へ
共
方
様

大
儀
般
(
り
か
へ
恨
事
は
提
不
申
、
共
上
託
比
世
話
籾
買
λ
も
止
候
瑚
む
ざ
と
籾
を
柵
出
L
候
ハ
甚
先
品
取
に
は
無
之
哉
、
畢
克
圭
故
米
自
有
も
の
駐

干
に
相
成
候
慮
、
去
は
貯
に
も
一
小
宜
、
常
夏
由
屠
試
に
而
ふ
け
出
来
候
は
w
h

慣
に
も
拘
り
、
且
勤
千
の
捌
六
ケ
政
ハ
知
之
哉
同
一
五
々

芭
あ
っ
て
、
右
の
趣
意
は
明
か
で
あ
ら
う
。

出
納
、

交
換
及
び
貸
出

論

λ
一

)

:IJ. 
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落
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O 

常
平
倉
の
蓮
用
ご
し
て
は
、
貯
穀
の
出
納
が
最
も
重
大
な
る
仕
事
で
あ
っ
た
o
常
卒
倉
の
怯
質
は
前
越
の
如
(

で
あ
る
か
ら
、
貯
穀
の
出
納
は
、
穀
債
調
節
の
わ
ル
め
に
せ
ら
れ
た
ニ
芭
も
あ
り
、
或
は
凶
荒
兵
乱
に
備
ふ
る
た
め

な
Z
こ
ご
も
ゐ
b
、
ま
党
財
政
救
済
の
た
め
に
流
用
さ
れ
た
こ
ご
も
あ
る
が
、
此
の
外
貯
殺
の
新
欝
交
換
の
た
め

に
出
納
し
た
こ
ど
は
勿
論
で
あ
り
、
ま
た
常
卒
事
業
の
後
肢
を
計
る
た
め
仁
は
、
ど
う
し
て
も
貯
穀
高
が
多
か
ら

よ
る
可
ら

e
さ
る
所
で
あ
る
か
ら
、
貯
穀
高
の
増
加
是
れ
自
身
を
目
的
ご
し

τ買
穀
き
れ
た
ζ

ご
も
あ
ら
う
。
然
L

常
卒
倉
本
来
の
性
質
を
後
援
す
る
も
の
己
し
て
は
、
米
間
闘
の
騰
落
を
調
節
せ
ん
が
た
め
に
出
納
せ
ら
る
、
場
合
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
目
。
以
上
各
個
の
出
納
の
場
合
仁
つ
い
て
は
般
に
述
べ
し
事
例
も
ゐ
り
、

一
々
引
例
す
る
必
要
も

な
い
か
ら
、
該
に
は
天
保
十
一
年
六
月
に
米
債
の
下
落
を
調
節
す
る
た
め
に
買
穀
を
命
品
せ
ら
れ
た
例
花
け
を
引
用

し
て
お
〈
。

阪
に
述
べ
し
如
〈
天
保
七
年
に
は
士
民
は
凶
作
の
縛
め
に
悩
み
し
も
の
で
あ
る
が
、
其
後
豊
作
が
訂
つ
い
き
、

さ
き
に
飢
餓
を
訴
へ
た
る
士
民
も
今
は
出
殺
の
銭
き
に
困
し
む
扶
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
天
保
十
一
年
六
月
に
役
金

奉
行
の
管
理
金
中
か
ら
、

一
時
金
一
高
雨
を
融
返
せ
し
め
て
米
殺
4

伊
購
入
し
、
以
て
債
格
の
低
落
を
防
い

rも
の

で
あ
る
。
十
一
年
九
月
の
松
岡
郡
宰
鈴
木
宣
隼
の
書
翰
に
蛍
時
米
偵
下
落
の
紋
況
が
精
し
(
記
さ
れ
て
ゐ
る
か

ら
、
多
考
の
た
め
左
に
之
を
掲
げ
て
お
く
、

日
ぐ
。

『
品
々
得
賞
定
候
通
官
年
熟
作
之
露
、
未
早
稲
田
恥
苅
取
、
尤
早
稲
と
申
内
苅
車
候
は
十
分
一
に
も
無
之
候
得
呉
、
集
め
候
得
パ
津
山
に
相
成
候
も



。
に
而
、
柳
時
下
面
論
、
太
田
部
垂
杯
は
出
候
新
組
捗
敷
事
に
で
、
太
田
杯
へ
は
市
町
民
事
に
馬
百
疋
も
出
慌
よ
し
、
立
段
之
儀
は
戎
第
に
引
下

ヶ
、
新
説
に
て
一
分
に
四
斗
位
、
白
来
闘
に
山
ハ
ヰ
ニ
凹
升
杯
申
事
に
而
、
買
人
白
与
に
而
買
人
誼
は
夏
に
無
之
供
。
尤
新
制
之
儀
は
少
々
買
人
有
之

使
得
共
去
年
中
之
籾
杯
は
何
程
に
而
も
一
切
買
人
無
之
、
去
ル
酉
年
之
籾
と
常
年
之
新
制
白
み
少
々
宛
貰
レ
候
得
共
.
い
か
に
も
悉
下
落
致
候
故
‘
何

程
首
り
作
に
而
も
左
様
抑
候
て
は
甚
だ
指
支
侠
故
、
先
づ
賀
不
申
、
引
認
候
も
自
主
h

監
多
有
之
候
符
共
、
中
に
仕
蜘
枇
納
寺
に
指
支
候
故
、
不
利
時
止

拾
貰
い
た
し
侠
も
の
も
有
之
候
由
、
右
之
儀
太
田
限
仮
事
に
は
知
之
候
。
桐
披
下
辿
も
右
之
釣
合
、
担
又
他
倒
之
儀
は
茂
木
退
、
雨
に
玄
米
一
石

、
、
、
、
、

伶
、
塙
削
料
杯
は
先
達
て
迄
は
一
分
に
三
井
位
い
た
し
候
露
、
此
節
、
分
に
ご
斗
ニ
升
位
い
い
つ
方
詑
も
下
落
之
内
、
先
づ
他
領
よ
り
は
嗣
舗
内
仕

砂
々
高
底
に
候
得
止

r
J乍
然
常
時
白
釣
合
は
三
十
七
八
俵
乃
至
四
十
俵
位
之
品
、
も
有
之
侠
』

「
水
戸
藩
史
料
」
に
日
(
「
常
卒
倉
的
法
た
る
年
の
豊
凶
に
悶
h
鵜
絡
す
る
が
故
に
、
主
(
の
現
在
戒
穀
の
款
は
歳

に
困
h
て
増
減
あ

h
。
或
は
前
年
搾
責
せ
し
結
果
に
困
h
、
金
を
以
て
貯
ふ
る
こ
さ
あ
り
、
而
し
て
互
に
そ
の
雑

買
に
従
ふ
や
、
或
は
遠
〈
人
を
仮
し
て
奥
州
越
後
等
よ
h
ノ
買
入
れ
た
る
こ
ご
ゐ

h
z
h
I
ふ」

ご
。
即
ち
貯
穀
の
た

め
の
買
入
は
必
子
し
も
領
内
の
み
に
限
ら
中
し
て
、
他
領
よ
り
も
買
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
天
保
七
年
六
月
二

十
一
日
競
奉
行
へ
の
時
訓
示
仁

、
、
、
、
、
、
、
、

『
此
節
目
痛
恨
に
て
は
述
、
も
平
年
に
は
相
成
問
敷
、
依
而
高
直
に
候
妻
、
只
今
之
内
、
穀
物
他
領
よ
り
籾
米
婆
買
上
官
暮
再
春
掛
候
は
い
h

相
場
〈
る

ひ
、
人
々
の
救
に
も
可
相
成
、
且
金
之
俄
も
損
に
は
相
成
問
致
、
依
而
は
官
年
を
常
平
田
芋
瓦
せ
に
町
教
候
故
早

t
決
断
可
致
事
』

ご
い
ひ
、
天
保
入
年
春
気
候
不
順
を
虞
h
肥
後
藩
主
細
川
梼
議
等
に
雑
穀
を
預
約
せ

L
こ
正
あ
る
如
き
、
そ
の
一

例
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

又
貯
穀
の
貰
却
に
つ
い
て
も
、
天
保
ト
三
年
二
月
に
は
常
卒
倉
貯
籾
を
江
戸
へ
廻
迭
し

τ販
責
す
る
の
議
が
あ

論

震
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叢

ム
リ
、
そ
の
際
参
政
よ
り
の
上
書
に
は
「
他
鎮
の
義
は
平
常
米
両
偶
歪
而
賎
〈
御
座
候
問
、
江
戸
廻
御
梯
に
仕
候
よ
h

外
手
段
無
之
様
奉
存
候
」
三
遁
ぺ
、
嘉
永
五
年

ω手
書
に
は
「
此
節
貯
米
一
一
千
内
外
潟
警
に
取
斗
候
由
』
一
五
々
ご
あ

っ
て
、

江
戸
へ
も
姐
迭
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
前
弘
化
元
年
に
江
戸
に
支
倉
を
設
け
ん

Z
し
た

-
』
ご
か
ら
考
へ
て
も
、
江
戸
の
水
戸
務
邸
の
周
米
を
輸
送
す
る
た
め
で
は
な
く
、
江
戸
に
販
路
の
粛
張
を
謀
っ
た

も
の
で
わ
る
こ
芭
は
明
か
で
あ
ら
う
。

ま
た
米
や
籾
を
悌
下
ヤ
る
に
常
っ
て
、
往
々
造
酒
屋
に
も
悌
下
げ
ら
れ
た
こ
さ
は
尖
の
記
録
に
よ
っ
て
明
ら
か

で
あ
ら
う
。

『
去
巳
年
以
車
春
夏
御
抑
残
り
三
千
俵
措
土
用
を
怒
し
ふ
け
米
に
相
成
御
抑
好
人
も
知
之
、
捌
方
棺
支
腔
而
、
佐
藤
八
二
郎
但
捌
方
川
掛
け
依
慮
、

延
金
に
て
誼
酒
民
共
Z

御
貸
出
相
成
舵
は
ピ
相
捌
可
中
国
円
申
問
伎
に
付
、
其
節
嗣
掛
り
若
年
寄
衆
白
も
御
相
模
申
侠
而
伺
之
よ
、
制
貸
出
を
取
扱
、
持

、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

別
之
桐
損
金
も
田
端
不
申
、
翌
春
迄
に
代
金
取
立
に
相
成
申
候
。
是
は
治
問
日
間
b
御
柳
之
凌
時
に
而
御
睦
航
。
右
取
扱
之
廉
を
以
、
貸
先
身
元
札
帯

之
輔
は
.
お
役
所
不
行
届
、
又
懐
よ
ろ
し
〈
有
金
の
酒
屋
は
之
よ
り
右
御
抑
を
ぽ
受
弔
申
、
い
づ
れ
中
以
下
の
誼
刑
h
H
に
師
陣
幌
問
、
貸
先
之
義
は

λ
次
郎
白
鴻
相
任
、
年
々
伺
取
故
、
其
後
柏
康
前
衛
門
山
骨
披
来
柵
賀
入
に
付
、
心
付
候
振
も
有
之
、
右
之
者
よ
臨
も
花
之
故
.
λ
世
郎
同
様
故
山
・
付
.

包

貝
辛
は
雨
入
ニ
た
手
に
引
器
焔
故
車
候
』
(
弘
化
三
午
年
入
月
)

『
例
白
酒
屋
柵
償
年
杯
は
籾
は
見
合
せ
米
に
て
出
候
て
は
如
何
』
(
嘉
永
五
年
六
月
、
品
百
円
手
書
)

貯
穀
の
出
納
を
監
督
す
る
一
方
法
ご
し
て
毎
年
出
納
精
算
書
の
提
出
が
命
性
ら
れ
て
屠
る
こ
吉
、
並
に
貯
殺
の

相
継
嗣
棉
は
敏
活
な
る
世
田
置
を
要
す
る
た
め
、
新
奮
交
換
す
る
に
常
り
二
高
俵
以
内
の
出
納
に
つ
い
て
は
、
戒
奉
行
が

和平倉蹴末。
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常平倉飴末。

水戸部史料別組下、 455頁.

〉

)

}

)

6

7

8

9

 



専
行
し
得
る
こ
古
は
前
段
に
遇
ぺ

L
所

ω如
〈
で
あ
る
。

米
に
し
て
も
籾
に
じ
て
も
、
数
年
に
亘
っ
て
之
を
貯
蔵
す
る
場
合
に
は
、
時
々
新
蕎
交
換
す
る
の
必
要
ゐ
る
こ

ご
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
「
常
卒
倉
籾
米
三
四
ヶ
年
を
限
、
新
古
詩
答
不
申
候
而
は
、
鼠
喰
、
乱
俵
等
多
く
罷
成
、
血
川

亦
数
年
を
経
候
ロ
聞
は
、
御
梯
等
に
仕
候
而
も
直
段
不
宣
候
問
、
不
断
御
扶
持
波
等
へ
、
く

h
替
、
御
不
盆
無
之

様
、
専
取
扱
候
へ
共
』
云
々
己
あ
っ
て
、
新
奮
交
換
の
行
は
れ
た
唱
}
さ
は
勿
論
で
あ
る
G

而

L
て
安
政
一
冗
年
の
記

一
高
俵
を
限
り
順
次
奮
穀
ご
交
換
す
る
の
法
』
を
t
hノ

事
に
よ
れ
ば
「
従
来
議
穀
は
毎
年
新
穀
の
潜
る
に
及
A
で、

L
も
の
で
あ
っ
花
。

こ
の
脅
穀
は
そ
の
時
々
に
貢
却
せ
し
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
年
七
月
に
至
っ
て
、
客
穀
を
貸
出
し
新
穀

ω登
る

を
待
っ
て
子
母
完
納
せ
し
む
る

ω法
士
行
ふ
こ
記
ご
し
た
o

そ
の
僚
件
己

Lτ
は
究
め
如
き
も
山
が
あ
る
。

『
一
、
昨
穀
は
皆
貸
出
帳
而
は
利
正
食
住
上
り
破
札
、
帳
面
の
か
に
て
官
来
を
央
候
儀
古
今
白
週
弊
故
、
此
上
共
品
津
山
貸
出
候
は
無
用
の
事
。

一
、
一
割
利
、
町
人
共
杯
民
、
の
べ
壷
に
而
抑
仕
な
ら
ば
夫
に
而
も
可
都
島
、
家
中
臼
か
し
伎
な
ら
バ
凡
分
か
五
分
に
而
可
鼎
に
、
ふ
け
最
を
か

L
、
新
籾
に
て
納
晶
、
名
一
わ
り
に
で
貨
は
吠
剖
よ
HJ
も
畳
し
杯
申
は
、
差
見
候
故
、
何
分
我
尊
父
子
の
徳
義
を
幅
閉
じ
不
申
様
、
若
年
寄
金
加
役

年
申
談
候
よ
、
故
可
巾
候
也
』

市
し
て
一
高
や
一
高
五
千
俵
位
な
ら
ば
試
仁
貸
出
し
て
も
差
支
な
い
ご
レ
ふ
考
へ
で
あ
っ
た
。
臨
崩
落
貴
闘
師
の
品
位

に
官
時
の
貯
穀
が
明
治
政
府
へ
移
管
さ
れ
た
際
に
、
利
米
一
高
四
千
品
開
俵
も
あ
っ
ロ
ピ
レ
ふ
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
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論

叢

水
戸
幕
常
平
倉
白
蓮
用

第
十
九
巻

第

櫨

λ
六
)

四

こ
の
貸
出
策
は
其
後
も
行
は
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
が
、
明
確
に
共
僚
件
や
致
巣
な
ど
に
つ
い
て
、
徴
す
べ
き
記

銭
に
接
せ

5
る
こ
ご
は
遺
憾
ご
い
ふ
の
外
は
な
い
。

(
詰
)

常
平
倉
の
縛
絡
に
つ
い
て
は
「
水
戸
部
史
料
]
別
記
下
、
四
四
五

1
四
四
七
頁
に
は
、
『
弘
位
二
年
ご
月
議
奉
行
よ
り
米
商
八
次
郎
(
佐
藤
八
戎

郎
と
い
ふ
、
水
戸
下
町
に
位
し
て
苗
牢
柵
兎
目
、
も
白
な
り
)
な
る
も
由
の
常
平
来
賓
捌
に
闘
す
る
意
見
書
を
謹
呈
ぜ
し
が
、
八
世
は
時
勢
既
に
非
な

る
を
以
て
.
販
路
を
摘
張
す
る
よ
り
も
寧
る
某
嘩
を
翠
聞
に
す
る
り
必
要
を
息
ひ
、
共
意
を
示
し
て
参
政
に
協
議
せ
し
め
た
り
。
其
申
書
に
目
(
』

云
々
と
由
記
事
が
あ
る
。
然
る
に
同
書
上
乾
巻
λ
九
一
一
頁
以
下
に
は
『
四
年
丁
巳
(
醸
)
一
一
月
見
張
白
人
加
藤
八
次
郎
な
る
者
米
一
高
石
を
納

れ
常
平
倉
の
組
織
を
一
手
に
委
託
せ
ら
れ
ん
乙
と
を
乞
ふ
。
帝
昭
深
慮
之
を
許
き

f
、
先
づ
義
意
。
克
討
す
る
を
待
ち
て
而
徒
に
漸
{
江
戸
大
揖

「
も
掘
す
べ
き
旨
蔵
本
行
へ
内
識
し
、
且
つ
掛
員
の
討
議
を
謹
芳
一
し
め
た
り
、
其
手
書
に
日
〈
云
々
』
と
あ
る
が
、
会
の
手
書
止
し
て
揚
げ

ιれ

て
ゐ
る
も
の
は
、
雨
者
の
窃
告
に
暗
ん

rス
74t同
一
で
あ
る
(
ま
た
腐
本
「
常
平
童
蹴
末
」
「
常
平
宜
始
末
」
等
で
は
と
り
こ
と
を
弘
化
二
年
に
か
貯
.

名
も
佐
藤
入
女
郎
と
な
っ
て
居
る
)
。
而
し
て
安
政
四
年
目
詔
事
て
は
、
『
結
局
市
平
倉
田
雌
買
は
之
を
詐
さ
ず
、
但
、
領
内
山
殻
白
斑
捌
を
命
じ

た
り
と
い
λ
』
と
附
詑
き
れ
て
ゐ
る
が
、
右
は
多
分
史
料
を
混
滑

L
た
も
り
で
あ
っ
て
弘
化
二
年
と
安
政
四
年
止
の
雨
固
に
同
一
事
件
が
担
り
、

同
一
手
替
が
設
せ
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
と
考
へ
る
。
公
仕
弘
化
一
百
年
に
肢
に
致
仕
せ
し
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
弘
化
二
年
四
分
よ
り
も
安
政

四
方
が
適
宮
な
や
う
に
も
且
白
る
が
加
何
で
あ
ら
う
。
ま
た
弘
北
三
年
に
造
調
屋
へ
ふ
け
米
を
掛
下
げ
た
こ
と
も
、
佐
藤
八
衣
郎
自
故
に
よ
る
所

で
あ
る
己
と
は
、
前
誌
の
如
〈
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
れ
と
は
腕
連
せ
る
問
題
で
は
あ
る
ま
い
と
思
ム
炉
、
果
し
て
如
何
。
此
帯
の
貼
は
楠
考
を

侠
っ
と
と
と
し
、
識
者
白
垂
敬
を
乞
ふ
究
鮮
で
あ
る
。

殻

果

常
卒
倉
の
運
用
に
よ
っ
て
ど
れ
ガ
け
米
債
の
暴
騰
暴
落
を
阻
止
し
得
た
で
あ
ら
う
か
。
之
を
知
る
が
た
め
仁



は
、
少
〈
芭
も
嘗
時
の
米
田
明
記
貯
殺
の
出
納

FfJ比
較
考
察
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o

然
る
に
そ
れ
等
の
材
料
に
至

っ
て
は
遺
憾
な
が
ら
禾
だ
詳
細
に
之
を
知
る
こ
ご
を
得
争
、
た
M
Y

僅
か
に
一
一
一
の
記
事
に
よ
っ
て
、
概
括
的
に
そ

の
殻
呆
を
知
、
り
得
る
に
過
ぎ
な

ν
も
の
で
あ
る
。
天
保
十
三
年
二
月

ω戒
末
行
よ
り
の
菩
穀
販
路
燦
張
の
建
議
中

に
も
『
穀
相
場
上
下
之
様
、
年
来
月
会
田
商
人
共
之
手
へ
移
b
、
御
家
中
は
勿
論
農
家
之
者
共
難
拡
仕
居
候
露
、
御

良
法
御
立
被
遊
候
以
来
、
穀
之
穣
忽
に
御
手
陣
候
慮
」
云
々
さ
あ
る
が
、
真
仁
一
層
よ
〈
、
其
致
呆
あ
り
し
こ
芭

を
設
け
る
も
の
は
、
東
湖
の
「
壬
辰
封
事
」
で
あ
る
。
日
〈
『
太
田
村
は
愚
臣
扱
下
の
義
仁
も
御
座
候
閥
、
去
秋
中

右
村
へ
新
倉
一
棟
相
建
、
去
暮
中
米
両
慣
ゐ
ま
b
下
直
に
而
百
姓
相
嘆
候
湖
、
時
相
場
よ
り
少
々
高
置
仁
買
入
候

慮
、
米
間
屍
共
も
不
得
己
相
場
を
動

L
、
格
別
民
間
の
利
に
も
相
成
候
由
相
関
候
間
‘
狛
叉
部
重
村
に
於
て
も
右

同
様
籾
買
入
候
慮
是
又
格
別
響
き
合
候
由
に
肩
之
、
一
憧
扱
下
山
内
に
て
は
、
太
田
部
霊
太
子
三
材
は
市
場
の

上
、
最
寄
宜
〈
、
右
村
々
に
而
常
卒
の
意
味
取
扱
候
ヘ
バ
扱
下
の
村
々
へ
は
、
大
挺
響
雪
合
可
申
Z
奉
存
候
(
中
堅

相
官
賞
時
の
姿
は
米
相
場
の
大
権
を
問
屋
共
の
町
人
に
奪
は
れ
、
秋
冬
百
姓
共
責
出
候
時
節
に
は
米
間
恨
下
落
仕
h
、

春
夏
に
至
h
貧
民
食
に
差
支
候
時
は
米
田
開
高
直
に
相
成
b
、
君
さ
士
民
は
苦
し
み
、
町
人
の
み
利
を
得
候
姿
、
委

細
御
承
知
被
匁
在
遁
に
御
座
候
間
何
卒
、
行
々
は
右
常
卒
の
御
仕
法
御
施
L
被
選
候
様
奉
存
候
、
最
初
の
了
簡
に

而
は
少
々
の
事
に
而
は
一
園
の
相
場
を
自
在
に
動
し
候
事
は
相
成
策
可
申
奉
存
候
慮
、
右
太
田
村
等
に
て
少
々
相

試
候
而
も
、
格
別
相
場
の
響
吉
合
に
相
成
候
を
以
て
恐
慮
仕
候
得
バ
、
一
高
金
僚
も
御
座
侯
は
h
y

一
国
の
響
合
に

可
相
成
奉
存
候
。
尤
高
〈
貝
、
や
す
〈
貰
候
事
、
常
卒
の
本
意
に
御
座
候
問
、
上
へ
利
を
取
侯
様
に
は
不
罷
成
候

へ
共
、
年
に
よ
り
御
慢
も
有
之
、
又
は
御
盆
も
有
之
、
な
ら
し
出
す
入
ら
や
に
は
会
り
可
申
候
所
、

論

叢
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十
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同
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穴

水
戸
藩
常
平
倉
白
運
用

第
十
九
巻

(
第
二
親

仁
而
も
相
場
の
不
卒
無
之
候
へ
ば
、
上
下
の
利
に
相
成
候
所
は
莫
大
に
御
座
候
問
、
少
、
の
御
損
有
之
侠
而
も
宜

し
き
位
t
奉
存
候
。
右
常
卒
の
事
粂
而
御
盛
意
も
被
潟
在
候
義
ゆ
ベ
乍
序
申
上
置
侯
事
」
ご
。
嘉
永
五
年
七
月
に

嬬
昭
が
『
我
等
存
候
団
地
な
れ
げ
常
卒
の
一
冗
三
阿
十
高
僚
も
無
之
候
而
は
、
一
闘
の
相
場
を
始
終
卒
均
い
た
[
候
事

ム
ハ
ケ
敷
存
候
。
今
は
共
段
に
て
は
無
之
』
一
五
々
ご
い
へ
る
に
比
し
大
な
る
相
違
あ
る
こ
さ
守
認
む
る
も
(
醐

u
m什

一
諸
市
沖
町
一
九
百
ト
控
訴
一
品
一
人
語
…
城
町
)
雨
者
は
立
場
の
相
違
も
あ
h
ノ
、
太
田
村
に
お
け
る
寅
蹟
に
つ

ν
て
は
、
多
少

の
殺
果
が
あ
っ
た
も
の

Z
考
ヘ
ゴ
る
を
待
ぬ
次
第
で
あ
る
。

四

常
平
倉
の
弛
腰

烈
『
公
が
弘
化
元
年
五
月
六
日
に
致
仕
幽
扉
の
身
ご
な
h
、
務
政
は
後
見
剖
も
三
連
技
の
掌
中
に
蹄
す
る
こ
E

Z

な
っ
た
が
、
常
卒
倉
の
事
業
は
之
れ
が
た
め
に
一
一
唄
座
を
来
た
し
、
江
月
に
支
倉
を
設
け
て
規
模
を
健
張
す
る
の

計
書
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
貫
現
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
嘉
永
二
年
三
月
に
至
っ
て
幕
府
は
三
連
技
の

後
見
を
解
い
た
け
れ
ど
も
順
会
(
齢
咋
)
猶
弱
齢
な
り
し
た
め
、
公
の
務
政
に
晶
盟
主
典
、
す
る
こ
さ
を
許
し
た
叫
認
に

於

τ会
は
常
卒
倉
の
出
納
精
算
書
を
従
前
の
如
〈
提
出
せ
し
め
或
は
菩
穀
の
減
港
を
憂
へ
て
識
奉
行
を
戒
む
る
等

大
に
謹
す
所
が
あ
っ
た
次
第
で
あ
る
が
・
幕
末
多
事
の
際
、
一
方
に
は
財
政
困
難
の
た
め
に
常
卒
食
米
を
椛
用
せ

ん
ご
し
、
仙
方
に
は
軍
穏
に
備
ふ
る
た
め
常
卒
食
米
を
江
戸
に
職
活
す
る
こ
Z
Z
な
り
、
貯
穀
高
も
大
に
減
十
る

に
至
っ
た
司
」
ご
は
前
段
に
遮
ぺ

L
如
〈
で
あ
る
。

高
延
一
冗
年
入
月
日
公
表
じ
て
品
位
、
同
事
は
盆
戴
難
ご
な
h
、
財
政
も
漸
次
逼
迫
す
る
に
至
っ
た
が
、
慶
篤
善
〈
遺

束湖全集 633-4頁。
景山香腕之稿、常1f倉之部。

水戸藩史料別記下、 445頁。
問、 450頁。
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士
山
を
つ
い
で
菩
穀
に
も
心
を
用
心
、

同
年
十
二
月
に
は
手
元
金
五
千
雨
及
U
政
府
よ
り
特
に
九
千
岡
を
出
L
て
常

朝
正
文
久
元
年
正
月
に
は
戒
奉
行
に
「
常
卒
倉
貯
穀
取
斗
候
義
都
て
烈
日
常
様
御
代
被

仰
付
候
通
h
相
心
得
此
上
精
E
貯
埼
過
い
忙

L
候
様
取
斗
可
巾
事
L
Z
識
し
て
遺
業
切
紙
承
に
カ
め
代
。
慶
臆
元

年
八
月
に
は
常
卒
倉
貯
穀
中
二
千
五
百
俵
守
家
中
扶
持
米
に
洗
用
せ
る
事
賢
も
あ
h
J
、
貯
穀
高
も
前
述
一
の
如
〈
減

卒
倉
蓄
殺
の
用
に
充

t
L
め、

じ
て
居
る
が
、

明
治
五
年
八
月
及
び
十
一
月
に
移
管
せ
仁
貯
穀
高
ば
籾
六
高
五
千
三
百
一
一
一
十
二

高
四
千
七
百
二
十
四
俵
ご
計
算
さ
れ
て
ゐ
る
。

摩
藩
置
問
柿
の
後
、

俵
、
岡
利
米
一

完

附一-一言
ω
本
稿
に
闘
す
る
史
料
揮
訪
に
荷
明
、
東
京
徳
川
慢
儒
邸
、
水
戸
、
移
考
伺
長
雨
谷
毅
氏
、
脇
立
悶
書
館
長
古
川
新
也
氏
、
茨
城
牒
鴎
小
川
速

氏
、
鈴
木
長
氏
、
宮
阿
三
也
氏
、
大
間
町
賀
科
高
帯
主
皐
校
長
↓
U
官
片
岡
敬
太
郎
氏
並
に
京
都
帝
聞
大
国
平
事
務
官
岡
本
一
郎
氏
轄
の
厚
窓
を
得
た
る

こ
去
を
深
謝
す
る
。
曲
、
其
徒
、
水
戸
市
巣
凹
勤
氏
、
名
越
時
孝
氏
等
白
書
信
上
に
お
け
る
好
意
を
探
謝
す
る
。

ホ
声
帯
常
平
宕
に
闘
す
る
史
料
中
私
が
一
覧
す
る
こ
と
を
持
た
る
主
要
な
る
も
の
は
衣
の
如
〈
で
あ
る
。

{
常
平
倉
断
末
」
(
こ
れ
は
「
親
脊
凱
装
」
「
景
山
書
脱
之
寓
」
「
獅
用
留
」
誠
一
帯
行
柏
原
批
掛
り
「
常
平
倉
調
書
L
「
新
家
氏
雑
記
」
等
よ
り
纂
輯
せ
る
も
り

で
あ
っ
て
、
信
水
戸
稗
史
料
一
上
編
第
三
、
辛
、
附
録
常
平
倉
と
大
世
間
一
の
も
白
で
あ
る
)
。

一
常
平
倉
し
及
び
「
常
平
倉
桐
員
政
書
L
若
く
は
こ
れ
と
類
似
自
宅
問
仰
を
同
ゐ
て
各
年
に
お
け
る
常
平
金
毅
自
在
高
を
上
申
せ
る
も
の
が
あ
る
。

「
常
平
合
針
末
」
こ
れ
は
天
保
十
一
年
六
月
以
降
白
日
抱
強
の
も
白
で
あ
っ
て
奥
書
に
は
『
鹿
臨
三
年
T
卯
九
月
、
名
越
平
磁
、
小
泉
左
十
郎
、
柏

原
世
衛
門
』
と
あ
る
ロ

「
史
料
年
録
」

重
裂
な
る
史
料
は
大
抵
公
刊
の
「
水
戸
落
史
料
」
(
五
加
)
に
山
て
ゐ
る
か
ら
、
本
論
稿
に
は
成
る
べ
〈
そ
れ
に
よ
っ
て
頁
蹴
を
明
示

L
て
お
い
た
。
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「

束

糊

全

集

」

「

水

府

骨

献

策

]

年

も

表

考

し

た

。
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一

コ

一

、

大

、

二

大

捌

筆

)

前

叢

水
戸
蒋
常
平
倉
田
運
用

第
十
九
巻

{
第
二
親

λ
九
}

二
三
七
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